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参考資料３ 

 

総務省の政策評価審議会提言（令和３年３月）で示された「行政の評価」の課題 

 

１ 提言の背景 

〇 ・少子化・高齢化，デジタル技術の発展など社会経済の急速な変化 

 ・新型コロナウイルス感染症の拡大→迅速な対応ができなかった 

   ⇒従来の社会環境を前提に構築されてきた仕組みそのものを問い直し，持続可能なも

のに抜本的に改善していくことが喫緊の課題 

〇 しかし，これまでの「行政の評価」は，現行の仕組みそのものを問い直すようなニ

ーズに十分に応えきれていない。 

⇒そこで，ポストコロナ新時代の「行政の評価」へ転換する必要性 

 

２ これまでの「行政の評価」の課題 

① 評価の実務において「評価を政策の立案や改善に活かす」という目的意識があまり

感じられない 

「行政の評価」は，その結果から政策や施策の改善に役立つ情報を得ることが重要

な目的であるが，実際の評価の企画，調査，分析，結果報告の際に，評価のユーザー

（政策の立案者，政府の様々な取組に関する情報を求める国民）のニーズ，変化する

政策環境に係る必要な情報などを明らかにしたり，充実した評価結果を分かりやすく

提供しようとする取組が，十分行われていない。 

 ② 特定の固定的なスタイルにこだわりすぎている 

「行政の評価」の目的は，一定のスタイルで「評価」をしてその報告書を作ること自

体にあるのではなく，ＰＤＣＡのＣとして行われ，結果を政策や施策の改善に役立て

ていくことにある。そして，政策立案の過程が国民に適切に説明されなければならな

い。あまりにスタイルにこだわれば，労力の割には役立たないという結果を招く（政

策評価票を作成するためだけの作業，いわば「評価のための評価」となっている状況

ではないか）。  

 

 ③ 評価の際にエビデンスや科学的分析の工夫が限定的である 

政府はＥＢＰＭ（証拠に基づく政策立案）を推進する方針を打ち出しており，政策

評価においてはロジックモデルの重視や共同研究の取組などが始まっているが，いま

だに初期段階であり，研究者や専門家との連携も極めて限定的である。 

 

 （参考）政策評価審議会提言書（令和３年３月） 

     https://www.soumu.go.jp/main_content/000738611.pdf 
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（参考）政策評価審議会について 

総務省組織令第 121条を根拠に設置され，所掌事務は以下のとおり。 

1. 政策評価に関する基本的事項及び行政評価局調査に関する重要事項について，総

務大臣の諮問に応じて調査審議するとともに，総務大臣に対して意見を述べるこ

と。 

2. 行政機関が行う政策の評価に関する法律の規定に基づき，政府全体の政策評価に

関する基本方針の策定・変更に際し，総務大臣に意見を述べること。 

※政策評価審議会ホームページURL  

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/hyouka/hyokashingikai_n/hyoukashingikai.html 

 

 

 

s政策評価審議会 委員一覧 

※ 総務省 政策評価審議会提言（ポイント）（令和３年３月）より 

https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/hyouka/hyokashingikai_n/hyoukashingikai.html

